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「研究の最大の成果は、生徒たちの行動です」

御成門中学校長 石鍋 浩

1月 27日 (金)に、東京都教育委員会言語能力向上旭点校並びにオリンピック パラリンピック教育重点校と
しての研究発表会 (研究主題 :「対話力Jを高め、深い学びのできる生徒の育成)を行いました。当日は、港区
内はもとより区外からも多くの先生方が参加してくだいました。また、保護者 地域の方、大学関係の方などに
もご来校いただき、大変に充実した研究発表会になりました。このような機会を与えてくださつた教育委員会を

はじめ、関係の皆様に、心から感謝申し上げま九

「研究の最大の成果は、生徒たちのlTaで→L」 研究発表会のアンケートに他県の先生が書いてくださつた言

葉で九 私たち教鷹員はこの 1年精力的に研究を進めてまいりましたが、この言葉をいただき「研究をして本当
によかった !Jと 心から思うことができました。

他にも次のようなま想が寄せられました。

《公開授業について》

・生徒の話し合い活動がスムーズなことに感,心した。

多くの生徒が意見を出そうとする姿が印象的だった。

生徒が集中してけじめがつけられ言記活動が適切になされていた。素晴らしい |

《生徒プレゼンテーションについて》

ブレゼンテーションの力だけでなく、表情や言葉遣い等エンターテイナーを思わせる生徒が素晴らし|、

どれもが内容が深く研究内容や地域と結び付いていた。

書評合戦では、自分の考えをまとめ、発表する生徒の努力が伝わってきた。併せて、図書室の整備が素晴ら
しくびつくりした.

レ
～
レの高さに驚いた.

(研究協議の分科会について》

生徒に直接質問する形は初めてだったが、生徒一人ひとりが自信をもって発言する姿に感心した。

生徒を交えた分科会となっていて普段十分に聞き取れない生徒の惑想が聞けてよかった。

生徒の知 叫ま生の声が間けてづ
~ご
く参考になり、楽しかった。

ここにあげたものはアンケートの感想のほんの一部ですが、生徒に対するお褒めの言葉が並んでいまづ、 当然
のことですが、教育は生徒の成長のためにあるもので丸 教育研究も同じで丸 このたびの研究が「御成門中生
の成長Jの一助になったのであれば、また、発表会を通じて「御成門中生の素晴らしきJを発信できたのであれ
ば、うれしい限りで丸

一方で、今回の研究を「深い学びのできる生徒」へどのようにつなげていくかという課題が残りました。これ

からも、教職員一同心と力をひとつにしてこの課題解決を図つてまいりま
‐
九 そして、御成門中生のさらなる成

長につなげていきま丸

今後ともご指導 ご協力をよろしくお願い申し_ヒげまり■



生徒が大活躍 |

大きな実りを実感 研究発表会

1月 27目 (全)今 年lt東京都から指定を受けている
「言語能力向 に拠点校J及 び 'オ リンピック バラリン
ピック教 台重 点校J としての取 l Ptを含め 木校の研究テ
ーマ「「対話力Jを 高め 深い学びのできる生徒の育成』
について研究発表会を行いました.

研究山llは教職員の取組ですが 研究テーマにあるよ
う、その研究が,従の成長 (変容)に つながらなければ
成果とはいえません。そこで、本校で 1,「生徒を見てい

ただこうJと いう趣旨で 「生徒が主役 1の研究発表会に
しました。公FttII_業 にもちろんですが、生徒 |■ よるプレ

ゼンテーションの時 Fq5や研究協議会 (分科会)に 生徒を

出席させる等の設定をしました.生徒 もそれにltえ るベ

く、 ■懸命に準備 し 前向きに取り組んでくれました.
:た くさんの方に生徒をえていただきたいJと いう願
い・・叶い、当日は、 130名 の方が業技くださいました.
EXl内  部内だ

"で
なく、山形 山梨 静同と 遠方から

の参加 もあり、■ /tの頑張る姿IIIL様 ょり大絶賛のお声

をいたださました。私達教職員にとつてヽ充実感いつば

いの 一日となりました。

まだまだ研究は道半ばで

す。今後 1)し っか りと積み

=ね
、『全国に誇れる御成

F月 中学校』を創っていきま
‐
う
‐
1

※御成門小 4

年生ヽ 6年

生の児童も

見学に来ま

した.

ご参観ありがとうございました

アップしてくれることを期待 します。

避難訓練 (防災訓練)

みました。このような体

験を積み重ね いざとい
う時に適切な行コ,ができ

つになりましょう。
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【2月行事予定】
日 曜 学 校 行 事
1 水 ll■員会議

2 木 ※都立高校推薦発表日

3 金 青山中,F究発表会       45× 4

4 土 土曜授業| に人一首大会 (1)
5 日 東京駅伝

6 月 朝礼 安全指導日
7 火 職場体験 (2) ※都立高校 次出願 H
8 水 職場体験②

区教研発表会 (三田中)    45× 4

9 木 職場体験 (2)

0 金 避難副練   ※都内私立高校受験始
1 土 【建F■ 記念の「】
2 日

3 月 朝ネL ttP月 委員会       45× 6

4 火 伝統音楽教
=(12' 

中央委員会

5 水 校内研修会

6 木 美化コンクール  1日 日
金 美化コンクール  2口 日
土 土曜授業日 ■化コンクール  3口 日
百人一―首大会 (1)14Ю O新入生訂ι明会

19 日

20 月 朝ネL

火

水 職員会議

木

24 全 ※都立高校学力検杏日

土

日 東京マラツン

月

28 火 学年末考査 (回 社 保体 技家)

■
鵬 学校公開・展示会

1月 17H(火 )～ 21日 (■ )の 5日 間 「学校公開 1に
併せ、「展示会J(各教 llの作品や総合的な学習の時間に
1● り組んだ内容のまとど, 書き初め 年賀状コンクール
御成円小学校の児童作品等)を行いました。

毎年のことながら、力作が揃い、日頃の学習活動の積

み重ね一生徒のカーには感心してしまいます。戻ホ作品

数も増え 今年は金工室 Jヽ使い展ホスペースを拡充する
IJどでした。

学校でも各学年で展ホ見学の時間を設け、お互いの作

品を鑑賞しました。鑑賞する姿勢も立派で、お互いに良

い刺激を受けてい■ようです。今後も切磋琢鳳 レ́ベル

1月 24日  火災を想定した避難訓練後 芝消
防署のご協力の下、防災副練を行いました. 1年

■ 1■ 1初期消火J、 2年十は 「煙体験 J、 3年生 |す
「防災に関する学習Jと それぞれの課題に取り組

[保護者 地域の皆様へ ]

2月 を迎え どの学年も進級 進学を自前にし、
人事な節目を迎えていすす。この節日の時をどの

ように過ごすか とても大 Lllな ことです。■徘―
人一人が充実 1´ た時間を過ごせるよう、ご支援を
お願いいたします.
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